1650年から1750年の間に作成された岐阜城の見取り図によると、この長く平らな場所は、馬を係留したり、囲い込む場所 馬場として使われていたと考えられる。 1717年に岐阜城を訪れた尾張藩の藩士によると、上級家臣や客はこの場所に馬を置いて徒歩で城の上部へ向かったようである。




